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人工材料を用いた液状化対策工法(スパイラルドレーン工法)について
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1. はじめに

液状化現象とは、砂質土地盤が地震動により液体に似た状態になる現象を指す。液状化

が起こる場合、地盤はゆるく締まった状態にあり、砂質土の間隙は水で、飽和されている。

地盤の液状化により構造物のみかけ重量が周囲の飽和砂の単位体積重量より軽い場合に地中

構造物が浮き上る現象や地上構造物のみかけ重量が重い場合には建物が沈下する現象が過去

の地震で数多く発生している。

液状化により被害が出た例として、最も有名なのは新潟地震 (1964年)I宮城県沖地震

( 1983年)で、その他日本海中部沖地震(1983年)I昨年の釧路沖地震，北海道南西沖地震

(1993年)でも知られている。これらの地震では、 4階建てアパートの慣転や、貯水槽、

貯油槽、浄化槽やマンホールなどの浮き上りの現象が見られた。

液状化が広く認識される頃には、公共構造物や巨大な民間施設が数多く建築された後で

あり、これらの社会資本が液状化する可能性のある地盤上にある限り、大小の被害の差は

あるものの、液状化による被害は避けられない。

これら社会資本を液状化の被害から守るため、様々な対策工法が開発されている。液状

化対策工法には、大きく分類して密度増大工法、固結工法、排水工法(間隙水圧消散工法)等

がある。近年、既設構造物近傍での液状化対策が施される機会が多くなり、低振動・低騒音

であること、周辺地盤への影響力ず少ないことなどの特徴から、排水工法に対する需要が増

えてきている。

ここでは、 I人工材料を用いた液状化対策工法jとして開発した、円形断面を持つフレ

キシブルなドレーン材を用いたスパイラルドレーン工法について、その開発の目的と経

緯、材料特性、施工方法について紹介する。

2. 開発目的と経緯

先に述べた液状化対策工法のうち、排水工法はこれまでグラベルドレーン工法が実績に

おいて最も多く、確立された設計法と相まって、これまでのわが国の液状化対策排水工法

の主流であった。

同工法は、磯材を鉛直なドレーン柱として砂地盤中に打設する工法であり、透水性の優

れた礎材が入手可能な地域にあっては、今後とも施工需要の多い工法であるということが

できる。しかし、透水性の良い磯材の入手が困難な地域や、近年に見る自然環境保護の観

点から、磯材が無尽蔵にあると考えることはできないことから、これに替わる同一原理の

工法の必要性が‘高まっていたことも事実であった。

こうした背景の中、東壷建設工業側(工法立案)と太陽工業側(材料開発)は、昭和63年

度より以下の5項目を開発目標として、グラベルドレーン工法に替わり得る工法の開発に

着手した。

( 1 ) 打設機およびドレーン材の軽量化を図る。

( 2 ) 騒音・振動をより少なくする。

( 3 ) 品質管理の行き届いたドレーン材を容易にかつ大量に供給できることを

可能にする。
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表-3スパイラjレドレーン工法 工事実績表 (平成6年度6月現在)

対象 対象 改良 改良
年度 施主 件名 構造物 地盤 深度 面積 改良ピッチ

(m) (m2) 

平成 運総省 平成π年度千葉港 ?空え式 砂質 -10.0 118 @060ピッチ 90本
2年 第二港湾i量段局 千葉中央地区岸壁 岸壁 地盤 @0.85ピッチ 143本

(ー 12m)改良試験工事 正方形

平成 連絡省 平成2年度千葉港 控え式 砂質 +0.3 
2年 第二港湾建段局 船橋西部地区岸壁 岸壁 地盤 ~ 2008 @0.60ピッチ 5，221本

(ー 10m)改良工事 ー12.1 正方形

平成 遷総省 平成2年度千葉港 }空え式 砂質 +0.3 
2年 第二港湾建政局 船橋西部地区摩壁 岸壁 地盤 ~ 724 @0.60ピッチ 1，854本

{ー 10m)改良工事(その2} -20.1 正方形

平成 運輸省 平成3年度千葉港 控え式 砂質 +0.3 @060ピッチ 796本
3年 第二港湾建詮局 船矯西部地区岸壁 岸壁 地盤 ~ 1803 @085ピッチ 2，212本

(ー 10m)改良工事 ー20.1 正方形

平成 運輸省 平成3年度千葉港 控え式 砂質 -8.1 706 
3年 第二港湾逮設局 千葉中央地区岸壁 岸壁 地盤 @0.75ピッチ 1，635本

(ー 12m)改良工事 正方形

平成 平成3年度千葉港 担え式 砂質
3年 運紛省 木更津南部地区岸壁 岸壁 地盤 ー16.5 1620 @0.90ピッチ 1，999本

第二港湾建政局 (ー 12m)改良工事 正方形

平成 運輸省 平成3年度千葉港 I空え式 砂質 +0.3 
3年 第二港湾遜設局 船僑西部地区岸壁 岸壁 地盤 ~ 1801 @0.80ピッチ 2，601本

(ー 10m)改良工事(その2} ー15.1 正方形

平成 遭輸省 平成4年度千葉港 控え式 砂質 ー13.0
4年 第二港湾建設局 木更津南部地区岸壁 岸壁 地盤 ~ 1136 @0.90ピッチ 1，326本

(ー 12m}地盤改良工事 ー16.5 正方形

平成 還輸省 平成5年度千葉港 1空え式 砂質

5年 第二港湾建段局 千葉中央地区岸壁 岸壁 地盤 ー7.7 2，093 @0.75ピッチ 3，580本
(ー 10m)改良工事 正方形

平成 木下取水爆 取水場 砂質
5年 千葉県水道局 場内連絡管強化工事 施設 地盤 ー10.2 1，219 @0.55ピッチ 3，904本

正方形

平成 北海道開発局 室開港(ー 14m} 控え式 砂質 -9.2- 6，206 @1.00ピッチ 6，042本
6年 摩壁地盤改良工事 岸壁 地盤 -10.5 正方形

平成 平成6年度千葉港 控え式 砂質 -6.8 
6年 運輸省 船橋西部地区岸壁 岸壁 地盤 ~ 3，061 @0.75ピッチ 5，295*

第二港湾建設局 (ー 10m)改良工事 命7.6 正方形

6_ あとがき

以上述べたように、スパイラルドレーン工法は、耐圧・集水性に優れたフレキシブル

な円形ドレーンを、連続的に、確実に打設できるという特徴を備えており、また打設時の

振動・騒音も少なく、既設構造物周辺の液状化対策として有効に活用できるものである。

しかしなが‘ら、実用化されてから日の浅い工法であるため、施工・設計画での課題も現

状ではまだ若干残されている。

当社としては今後とも各方面の御指導・御協力を仰ぎながら実績を積み重ね、より一層

安全性・施工性・経済性に優れた工法となるよう努力していきたい。

最後に、工法紹介のページで、当工法の紹介をさせていただいた国際ジオテキスタイ

ル学会日本支部の編集委員会に感謝申し上げます。
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